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あ い の 広 場

●お誕生おめでとう　（敬称略）
　（出生児）　　 　（保護者）  　（公民館）

●おくやみ申し上げます　（敬称略）
　　（死亡者）　　  （届出人）　 （公民館）

1月31日現在住民基本台帳

世帯数　1,817戸　（前月比　-3戸）

人　口　5,020人　（前月比　-4人）　

　男　　2,356人　（前月比　±0人）

　女　　2,664人　（前月比　-4人）

世　帯　数　と　人　口

●香典返し　　　　　（敬称略）
　　（寄付者）　　　　　　　　　 （公民館）

善意の灯火（１月分）

関
之
段
の
十
王
仏
板
碑
（
石
塔
殿
）

１月届出分

3月10日

17日

21日

24日

31日

医師会病院（内外児）

稲津病院（外科）

黒木診療所（内科）祁答院町

宮之城病院（精神）

相良医院（内児）

吉永クリニック（胃外）入来町

国吉内科（内科）

53-0326�

52-3355

55-0056

53-0180

53-0160

44-3600

53-1451

http://www.minc.ne.jp/turuda
Ｅ
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鉢　迫　佳　依　　　　修　　　　　広　　南

H14.1.12生まれ

宮之脇　茂　樹（故　秋　男）　　　仁 田 原

栗　野　親　夫（故　ソ　ノ）　　　栗　　野

永　吉　英二郎（故　メ　リ）　　　大 阪 市

橋之口　富　子（故　　新　）　　　諏 訪 下

軸　屋　孝　夫（故　フヂノ）　　　川　　口

富　園　光　二（故　タイ子）　　　大 願 寺

栗野公民館

至
中
間

至大俣

永　　　メ　リ　79　　謙　司　　　城　　内

砂子田　ハツヱ　84　　宮本フクミ　下　　手

栗　野　ソ　ノ　98　　親　夫　　　栗　　野

軸　屋　フヂノ　92　　孝　夫　　　川　　口

橋之口　　新　　82　　富　子　　　諏 訪 下

富　園　タイ子　69　　光　二　　　大 願 寺

か

　
町
内
で
は
珍
し
い
十
王
仏
板
碑

で
す
。
こ
の
石
塔
の
造
立
年
が
あ

れ
ば
貴
重
な
文
化
財
と
い
え
ま
す
。

　
十
王
と
い
う
の
は
、
辞
書
や
本

に
よ
る
と
、
秦
広
王
、
初
江
王
、

宋
帝
王
、
伍
官
王
、
閻
魔
王
、
変

成
王
、
泰
山
王
、
平
等
王
、
都
市

王
、
五
道
転
輪
王
で
、
十
王
庁
に

住
み
、
人
が
亡
く
な
っ
て
か
ら
次

に
生
ま
れ
変
わ
る
ま
で
の
間
（
中

有
＝
中
陰
）
に
死
者
を
裁
判
す
る

王
の
こ
と
で
、
室
町
時
代
に
入
っ

て
か
ら
十
三
王
に
な
っ
た
よ
う
で

す
。
　
そ
れ
ら
の
王
は
仏
に
変
容
し
て
、

初
七
日
は
秦
広
王
＝
　
不
動
明
王
、

十
四
日
は
初
江
王
＝
　
釈
迦
如
来
、

二
十
一
日
は
宋
帝
王
＝
　
文
珠
菩

薩
、
二
十
八
日
は
伍
官
王
＝
　
普

賢
菩
薩
、
三
十
五
日
は
閻
魔
王
＝

　
地
蔵
菩
薩
、
四
十
二
日
は
変
成

王
＝
　
弥
勒
菩
薩
、
四
十
九
日
は

泰
山
王
＝
　
薬
師
如
来
、
百
日
目

は
平
等
王
＝
　
観
音
菩
薩
、
一
年

目
は
都
市
王
＝
　
勢
至
菩
薩
、
三

年
目
は
五
道
転
輪
王
＝
　
阿
弥
陀

如
来
と
な
り
、
王
が
裁
き
、
仏
が

救
う
と
い
う
仏
教
思
想
に
よ
っ
て
、

来
世
の
運
命
が
決
ま
る
と
の
こ
と

か
ら
、
十
方
仏
供
養
を
し
て
救
い

を
求
め
た
よ
う
で
す
。

　
正
面
に
　
（
阿
弥
陀
如
来
）
と

南
無
阿
弥
陀
仏
と
あ
り
、
裏
面
に

十
方
仏
立
中
唯
有
一
…
と
あ
り
ま

す
。
初
七
日
に
建
て
た
の
で
し
ょ

う
か
。

　
十
方
仏
と
は
、
十
方
位
の
あ
ら

ゆ
る
方
向
の
仏
の
こ
と
で
、
上
部

の
梵
字
は
、
阿
弥
陀
如
来
の
ほ
か
、

薬
師
如
来
、
勢
至
如
来
、
観
音
菩

薩
、
地
蔵
菩
薩
、
普
賢
菩
薩
、
釈

迦
如
来
、
文
珠
菩
薩
、
不
動
明
王

（
弥
勒
菩
薩
）
が
四
面
の
上
部
に

略
し
て
彫
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
鎌
倉
時
代
末
期
の
も
の
と
推
定

し
ま
す
が
、
小
型
な
が
ら
一
石
五

輪
塔
型
で
、
貴
重
な
文
化
財
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
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柳野川

関之段標柱

広域農免道路
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